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＜連絡事項＞

· 3/27、3/28に課内研修があります。時間：17：30～　場所：二階会議室

· 水梨　孝純様のベット敷板が破損している為、修理伝票提出しています。

· 春の健康診断について
【血液・尿・血圧検査】4/23（月）～4/25（水）の３日間　AM8：00～AM11：30
【胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査】4/16（月）～4/27（金）土日を除く、PM13：00～PM15：30

＜患者様連絡事項＞
· 熊澤　容子様～本日15：30より退院請求聞き取り調査があります。診察室は入院　　

診療で使用する為、東Ｄスタッフの休憩室で行います。

· 松林　真由美様～右手首の抜糸後、本日退院となります。診断書受け取りの為、明　
日の27日再び来院するとの事です。明日のリーダーは診断書の受け取り時間を義理の父母宅へ電話し本人へ伝えて下さい。

＜川端」Ｄｒケースカンファ＞

巴　勇樹様～性的逸脱行為はなく落ち着いて過ごしている事、夜間の睡眠も取れている事を本人へ伝え、評価して行く。

定期的な外出を行っていましたが家族より外泊させたいとの希望ありました。Ｄｒより外泊許可あり。現在は家族からの連絡待ちの状況です。今後も土日の外出泊は、定期的に行う方針との事。

種本　福松様～腹部症状の訴えはありませんが下血が２回ありました。

本人より以前に痔の既往があったとの事。様子観察し必要ならば薬を出していくとの事。

杉澤　恵子様～砂葉様との口論する等、仲の悪さあるが日中は距離をおいて過ごせている事、喫煙や菓子も守れている事を評価して行く。

夜間睡眠の不安定さ日中の落ち着きの無さについては薬剤調整を行うとの事。3/30に西病棟へ移動予定。

杉本　みつ子様～食器を持つときや何かするときに手指震戦が継続して見られている為、薬剤調整を行うとの事。

今月末の退院の方向で進めていましたが本人より「具合が悪く、まだ退院したくない」と話している為、Ｄｒの方針としては入院継続していく予定です。又、Ｄｒより、その件については本人から御家族へ電話するように、電話する際はスタッフが付添って掛け方を教えるように指示がありました。

一日分の服薬自己管理導入の指示あり、服薬時間の際はスタッフオフィスへ来て頂きケースより薬包を自分でとりだして服用して頂く事になります。本日の準夜から実施します。Ｂユニットについたスタッフは必ず付添って行って下さい。
山田　典子様～八戸赤十字病院への入院同意書返送されてきています。

八戸赤十字病院へ入院時の付添い、当院への再入院時の付添いについて御家族へ確認していきます。ご家族は夜間、早朝しか電話に出られないとの為、準夜スタッフが連絡し確認して下さい。

阿部　文香様～以前は定期的に生理がありましたがここ二ヶ月はなく、生理不順が見られています。Ｄｒからはリスパダールの薬の作用によるものとの為、薬剤調整していくとの事。

駒木　学様～思考伝播ある為、デパゲン剤を本日の夕方より増薬していくとの事。

現在、西病棟への移動候補ですがＤｒからは北病棟へはどうか？との指示がありました。ベットコントロール委員会へ情報提供し検討していく予定です。

住吉　鉄男様～右口角の下垂があり頭部ＣＴ検査実施しています。Ｄｒより異常所見はないとの事ですが、注意して観察し悪化するようであればすぐに報告するようにとの事です。日常生活やプログラムに支障ある為、家族へ眼鏡の作成依頼をするようにとの指示がありました。（午後の面会で新しい眼鏡を御家族が持って来られ渡しています。）本日の15：00より主治医面談の予定です。　　　　　　

曽我　正子様～定期的な排便があり、腹部症状も見られていません。

手指の肌荒れがあり、白癬の疑いの為、皮膚科診察してもらうよう指示ありました。

男性スタッフと結婚する、他者への過干渉等の言動や行動のまとまりのなさある為、薬剤調整を検討するとの事です。

田中　豊三様～Ｄｒよりベットを外した生活が送れるような場所へ移動できるよう検討の指示がありました。精神状態、一般状態にもよりますが日中は離床して頂き、Ｃユニットへ移動して過ごし一緒に歩行訓練や身体機能の回復を進めて下さい。Ｃユニットへの移動時は合併症業務のスタッフは必ず付き添って下さい。













